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アクティブ・ラーニングを支える教員養成 

～高大接続システム改革が目指すものとその実装のために～  

文部科学大臣補佐官   鈴木 寛 

 平成27年2月より文部科学大臣補佐官を拝命し，文

部科学省に復帰することとなりました。 

 文部科学副大臣時代に福井大学教職大学院に視察に

お邪魔し，その時以来，お付き合いを続けさせていた

だいており，本年の2月のラウンドテーブルにおいて

開催されたシンポジウムに登壇させていただくなど，

強い御縁を感じております。引き続き何卒よろしくお

願い申し上げます。 

 私は現在，文部科学大臣補佐官として「高大接続シ

ステム改革」について特に中心的にお手伝いをさせて

いただいております。「高大接続システム改革」と

は，高等学校教育の質の確保・向上を図るとともに，

高等教育への円滑かつ有益な移行について現状の課題

を明確にし，解決策を提示しようとする試みです。 

 さらに，各大学におけるディプロマポリシー（学位

授与に係る考え方）及びそれに基づくカリキュラムポ

リシー（カリキュラムの編成及び教育活動の実施方針

に係る考え方），アドミッションポリシー（大学入学

時点で求める学力の水準及び評価方針）を明確にし，

大学入試の在り方を見直すことまで射程に入れており

ます。 

 私は，高校生活とは「書を読み，友や師と語り，仲

間と何かを為す」ものであるべきと考えております。

それは，高校時代にこそ，人生の基盤となる浩瀚な書

物に触れることにより，人生の基盤となる先人の知恵

をたくわえ，また，友や師と語らうことによって自ら

の人生の指針を見つけ，あわせて困難な課題に立ち向

かい何かを成し遂げる体験を積むべきではないかと考

えているからです。 

 それでは，現在の高校生が私が理想とする生活を送

れているかというと，必ずしもそうではありません。

国立教育政策研究所の調査によれば，高校生のうち，

１か月間の平均読書冊数は1.6冊，毎月1冊も本を読ま

ないと回答した生徒が約半数に上るというのですから

驚きです。 

 この原因は，スマートフォンの普及による活字離れ

など様々な要因があるのだろうと思われますが，あわ

せて現在の大学入学試験の在り方にも原因があるので

はないかと推測されます。 

 特に，一部の大学入試において，過度に知識を偏重

し，丸暗記を推奨するかのような問題が出題され，そ

うした大学を目指す高校生に対して，有益とは思われ

ない受験勉強を強いてしまっていることも大きな原因

ではないかと考えています。 

 こうした状況を打開するためには，脱マークシート

型試験，脱マルチプル・チョイスにより深い思考力・

表現力・判断力を問う出題や論述式を増加させるとと

もに，AOや推薦等の高校時代の活動を評価すること

が重要です。 

 現状を改革することは容易ではありません。しか

し，10年後，100年後の我が国の姿を見据えた時に，

大志を抱く若者が些末な暗記にその高校生活を費やす

ことなく，主体性をもって多様な人々と協働して問題

を発見し解を見出していく能動的学習（アクティブ・

ラーニング）に費やすという変革は極めて重要であ

り，そのために高大接続システムを改革することが必

要不可欠であると考えています。 

 これからは変化に富む時代であり，折々の知識は5

年も経てば陳腐化します。だからこそ臨機応変に対応

する力，非定型の課題を乗り切る力を養わねばなりま

せん。これからの人づくりは，パッシブラーナー（受

動的学習者）からアクティブラーナー（能動的学習

者）をどう育てていくかが，もっとも重要なのではな

いでしょうか。 

 私は，文部科学大臣補佐官として次期学習指導要領

の改訂にも携わっており，中央教育審議会における議

論にも参加していますが，その場でもアクティブ・

ラーニングの重要性が繰り返し訴えられています。 

 児童・生徒のアクティブ・ラーニングを支えるの

は，言うまでもなく教員であり，アクティブ・ラー

ナーを養成するためには，教員自らが現場のニーズの

多様化や複雑化を積極的に把握し，そうした状況に対

応するための解決策を自ら見つけ出す能力を有するこ

とが不可欠です。 

 そのためには，積極的な実習や実践の経験が重要で

あると考えられ，福井大学教職大学院では，学校を拠

点とした教職大学院においてこうしたニーズに応える

べく先進的な教員養成が行われております。 

 福井大学のこうした取組に賛同の意を示すととも

に，今後とも，変化をいち早くとらえ，新たな時代に

ふさわしい新たな教育法の研究・開発・実践を普及し

ていく役割を果たされることを期待いたします。 
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 平成２７年度 第１回運営協議会が開催されました 

福井大学教職大学院・教授   二宮 秀夫 

 5月20日（水）に福井大学文京キャンパスにおい

て，平成27年度第1回運営協議会が開催された。は

じめに中田隆二・教育学研究科長，次に・古谷清

和・福井県教育庁企画幹の挨拶の後，全体協議会及

びグループ別協議を行った。 

 前半の全体協議会では，次の内容が協議され，原

案通り承認された。 
 

1) 福井大学教職大学院の運営（案）及び平成27年度

年間計画（案）について 

2) 平成28年度学生募集スケジュール（案）について 

3) 拠点校・連携校担当教員について 

4) 平成27年度教員免許状更新講習（必修領域）につ

いて 

5) その他（6月ラウンドテーブルについて） 
 

 後半のグループ協議では，県教育委員会，市町教

育委員会，拠点校，連携校（2グループ）の5つの

グループに分かれ，これまでの成果や課題，要望な

どについて活発な意見交換がなされた。 
 

【県教委】 

 教職大学院修了生活用との状況について，また，

行政との協働を踏まえた今後の展開について情報交

換や論議を行い，県教委と大学との連携による教職

大学院の取り組みの成果を確認し合うとともに，そ

の成果の普及・啓発について考える場となった。 

 修了生の活用については，修了生が教職大学院で

の学びの在り方を生かし，課を超えた協働の研究会

によりビジョンの共有や意思疎通が図られているこ

とが，教育研究所や嶺南教育事務所から報告され

た。また，小中学校だけでなく高校訪問において

も，修了生が核になって授業改善に取り組む学校が

出てきていることなどが紹介された。実践・省察・

再構成という教職大学院での学びを生かした校内研

修が多くの学校で展開されており，修了生の学びが

広がっていることが共通確認できた。 

 成果の普及・啓発では，評価という視点でも議論

された。院生の長期実践報告や，授業改善重点校で

の生徒の成長の姿が見える映像記録など，院生自身

の学びや変容，関わる子どもたちの成長の様子，障

碍者にも適応できる内面の変化などを評価の指標に

できないかなどの示唆も得ることができた。 
 

【市町教委】 

 ここでは，スクールリーダーの院生や修了生の現

状と成果について協議を行った。院生のいる学校で

は，学校拠点方式で大学が関わることで若手だけで

なくベテランの教員の力量も向上し，学校全体の授

業力が向上しているなどの報告があった。修了生の

活用については，修了生の在籍する学校の授業参観

を奨励したり，他校の全体会へ他の教員を誘うよう

依頼したりするなど，人的ネットワークを広げるこ

とを意識した取組や，市の教員研修会で院生が教職

大学院での経験を語る場を設定するなどの取組が紹

介された。どの学校にも修了生が配置できるように

なったため，修了生が若手育成や他校との連携など

の企画・提案を行うなど，修了生の積極的な活用の

仕方を模索しているという報告もあった。一方，修

了院生に課題別研修の企画をさせたいが負担をかけ

ることになると思うと躊躇するなどの意見も聞かれ

た。教職大学院の取組は高く評価していただいてお

り，そのよさをもっと積極的に管理職も含め教員に

アピールするなどの要望もあった。次年度の管理職

コースについては，校長会，教頭会とも連携して対

応していきたいため，概要が固まり次第知らせてほ

しいという要望があった。 
 

【拠点校】 

 ここでは主に，院生の現状と成果と課題，新しい

管理職コースのことについて意見交流を行った。 

 院生の現状として，どの院生も熱心に取り組んで

いる状況が報告され，ストレートマスターの院生で

はT2的な関わりだけでなくT1的に全面にでてきて

もいいのではないかという示唆もいただいた。修了

生が組織し展開している授業研究会が学校全体に刺

激を与えているなど，院生交流が様々な刺激・知見

を校内に呼び込んでいるという報告もあった。課題

としては，校外学習の経済支援，職大学院で学ぶこ

とのインセンティブの問題なども取り上げられた。

インセンティブの問題については，県と連携し今後

も検討していきたい。 

 管理職コースについては，どのようなコースなの

かという質問に「中・長期的な視点に立って学校の

取組を見直す軸となるものを学ぶ機会をつくること

であり，学校の取組を徹底的に吟味し，危機管理な

どの難しい問題も，しっかりと事例に則して学んで

いくような軸をつくっていく。その真ん中に据えて

いくのは，学校の教師たちの取組をどのように支

え，ミドルリーダーを支え，将来をどのように見通

していくかということである。」という旨の専攻長

の説明に理解を示していただいた上で，これから求

められる学力の問題，急激に変化する社会への対応

など取り扱うべき内容や，ミドルリーダーコース修

了生のキャリアパスなどについても協議した。 
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【連携校】 

 小・中・高等学校グループでは各校から，院生に

職場の教員たちを調整する力が付いてきたこと，校

内研修と教職大学院とが連動し現場での力になって

いること，教材研究の段階から院の教員に指導して

もらえたらなど，スクールリーダーの活躍の様子や

教職大学院の教員の関わりの効果や期待が報告され

た。 

 また，理論と現実とのギャップがあり，理論先行

にならないようにしなければならないこと，理念だ

けでなく，使命感・責任感を基盤とし子どもの信頼

関係を築くことができる実践的な指導力の必要性な

ども話題に提起され，学校現場での実践と理論の往

還を大切にした教職大学院のコンセプトでもある重

要な点を再確認できた。 

 特別支援学校のグループでも，学校での院生の様

子や課題について話し合われた。院生のいる学校で

は，高等部の研究会が小中の部会に波及したり外部

の先生を招いたりなど積極的に活動している，教職

大学院での学びが生き修了生がリーダーシップを発

揮しているなどの報告があった。教職大学院の教員

派遣について，子どもたちのことだけでなく，教員

の成長を継続的に見てくれているという感謝の言葉

もいただいた。 

 課題としては，院生が別の学校に移動になると研

究が全体に停滞してしまい，院生の研究の質をどう

継続していくかという問題や，教職大学院修了者修

了という事実が形に残りにくく院生は院が終われば

一教員に戻ってしまうことなどが出てきた。後者に

ついては，ある問題意識をもった学校が教職大学院

に問い合わせれば，それに関連した研究や経験をも

つ修了生が紹介されるというシステムがあれば，教

職大学院の学びも広がり，その修了生から刺激を受

けた若手の教員が教職大学院進学を積極的に考える

ようになるかもしれないなど具体的な案も提起され

た。 

 これら運営協議会の各グループでの協議内容は，

教職大学院スタッフで再度分析・検討を行い，改善

すべき課題については，関係学校，教育委員会とも

連携し，その状況改善に着手していきたい。 

スクールリーダー養成コース２年／福井市足羽中学校   柘植 泰子 

5月16日（土）に，5月の合同カンファレンスが行

われた。この日のテーマは「学校での協働研究の現状

を踏まえて，これからの展望を開く」である。私は，

自分の学校で行われようとしている研究の方向性と

これからやろうとしていることについて話をさせて

いただいた。 

 今年度の足羽中の研究の柱となっているものの一

つが「授業のユニバーサルデザイン化」である。本校

では，授業のユニバーサルデザイン化を進めていく

ために，「構造化」「共有化」「視覚化」の三つのグ

ループに分かれて授業研究を行っていくという研究

体制をとっている。私はその中の「共有化」のリー

ダーとして，研究を進めていくことになった。 

 前回の校内研究会では，グループごとに分かれて

それぞれの研究の進め方などについて話し合った。

共有化グループでは，「何を共有するのか」「研究の

進め方」について話し合った。リーダーとして，いろ

いろ考えて研究会に臨んだが，考えがまとまらな

かったこともあってうまく伝わらない。どの先生方

も同じで，いったいどうしたらいいのかという雰囲

気になってしまう。しかし，これまでの実践で自分が

やってきたことの中に子どもたちが共有しているも

のはないか，と考え始めると，体育科でのグループで

の教え合いや，英語科でのペア活動など，どの教科で

もいろいろなものを生徒たちが共有していることが

見えてきた。整理すると，「課題の共有」「探究や課

題への取り組みの共有」「結果や学習成果の共有」に

なるのではないか，というところに落ち着いた。そこ

で，自分の教科でその3点について，これまでしてき

ていることを振り返ると，どの教科でも工夫してき

ていることだというところに行き着いた。そこで，今

年度は，自分たちが実践していることを記録に残し

ていって，蓄積されたものを整理していくことと

なった。 

 この話をさせていただいたところ，授業のユニ

バーサルデザインについては，言葉としては目新し

いように感じるが，やっていこうとしていることは，

これまでも考えてきていることで，特に目新しいこ

とではないというご意見を多くいただいた。そして，

今年度しようとしていることは，それぞれが工夫し

ていたり整理されておらず漠然としているものを，

自分で振り返ったり話し合ったり記録して整理した

５月合同カンファレンスに参加して 
 

学校での協働研究の現状を踏まえて，これからの展望を拓く  
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りすることではっきり見えてくるようになる，その

ことに意味があるのではないか，というアドバイス

をいただいた。 

今回のカンファレンスで印象に残っているのは，

「先生が立ち上げたら，子どもにすぐに反映するか」

「我々教員が目標としているのは，子どもが楽し

いって思える授業であり，子どもが学びを深められ

る授業である」という言葉である。様々な分野で新た

な取り組みが絶えずされているが，それはすぐに子

どもに反映されてよい結果となるものもあるが，

ずっと後になって表れるものもあるだろうというこ

とはなるほどと思えたし，我々が目標としている授

業についても，授業を考えるときには絶対に忘れて

はならない視点だと再認識した。 

 また，今回は，鳥取県の船田先生のお話も聞くこと

ができ，福井の当たり前が県外では当たり前でない

ことのいくつかを再確認できた。福井のよいところ

はこれからも続けていけたらいいと思うと同時に，

県外の良さもどんどん取り入れていけたらいいと感

じた。 

 合同カンファレンスのたびに感じることだが，自

分が考えていることややろうとしていることなど，

頭の中でまとまっていなかったり迷っていたり自信

がなかったりすることを先生方に聞いていただくこ

とで，進もうと思う方向性が明確になるように思う。

それと同時に，多くの先生方の話を聞いて，「また明

日から学校でがんばろう」という元気をいただけて

いることを感じる。教職大学院も2年目となるが，こ

のように心地よい学びの機会をいただけたことに感

謝し，学んだことを実践報告書にまとめていきたい

と思う。 

スクールリーダー養成コース１年／高浜町立高浜中学校   北村 仁志 

今年度4月より福井大学教職大学院スクールリー

ダー養成コースに入学し，2回目の合同カンファレ

ンスに参加させていただいた。先月の合同カンファ

レンスは，2日間にわたって行われたが，今回は1日

だけの日程で行われた。「学校での協働研究の現状を

踏まえて，これからの展望をひらく」というテーマの

もと，午前は，「春江小学校での実践紹介」，「それ

ぞれの学校で動き始めた状況について，グループで

語り合い，捉え直し展望をひらく」，午後は，「専門

教科・領域の授業づくりとカリキュラムマネジメン

トに関する実践記録を読む」の内容で学びを深めた。 

オリエンテーションでは，道徳教育の研究に取り

組んで来られた春江小学校の山田先生から，今回の

テーマの意味と具体的な実践の事例について紹介し

ていただいた。教職大学院で何を学ぶのか，スクール

リーダーとして何をどのように進めていくのか，こ

れまでどのようにして研究を進めてこられたのかと

いうことについて，具体的な取組やその成果と課題

を聞かせていただいた。 

中でも，本校の研究内容に深く係わりがあり，私自

身がこれまでに何度も耳にしてきた言葉が印象に

残っている。それは，「協働する組織づくり」「子ど

もの見取り」ということである。 

今年度から研究主任という立場になり，まずは教

職員全員で「協働」しながら研究を進めていきたいと

考えている。しかし，どのようにすれば「協働する組

織づくり」を進めていくことができるのか，疑問点が

多い。今回の山田先生のお話や前回の合同カンファ

レンスを通して，この疑問に対する解決の糸口が少

し得られたように感じる。それは，研究主任から，「〜

をしてください。」「〜をします。」というように，

一方的に強制するような形で進めるのではなく，「〜

をしようと考えていますがどうでしょうか？」とい

うように，「みんなで一緒に創っていく」という姿勢

で進めていくこと，また，定期的に取組の省察を行

い，先生方から意見や考えをいただきながら修正を

繰り返していくことなど，みんなで話し合い，共通理

解を図りながら進めていくことが，「協働」していく

上で大切であるということである。後のグループ・

セッションで，「チームが育てば個が育つ」と話され

た先生の言葉が忘れられない。もちろん，これだけが

全てではないが，これからの研究の取組の省察や教

職大学院での学びを活かしながら，「協働する組織づ

くり」を意識して取り組んでいきたい。 

次に，「子どもの見取り」は，本校においても取り

入れている。春江小学校で挙げられていた課題につ

いては，本校における昨年度の反省と共通する部分

が多くあり，とても興味深く聞かせていただいた。授

業研究会において，「論点が多く，話がまとまらない」

「生徒の動きを追いすぎて，生徒の反応だけを細か

く伝え合うことで協議が終わってしまっている」「専

門的な指導技術も高めたい」などの課題が本校にお

いても挙げられている。この課題を解決するために，

山田先生の取組を参考にさせていただきながら，今

年度は，「論点を絞る」「生徒の反応から，どのよう

な発問をするとよかったのか，どのような手立てを

とるとよかったのか」など，必ず授業者の指導改善に
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つながるような授業研究会を目指したいと考えてい

る。また，この課題については，午前中のグループ・

セッションにおいても話題として挙げ，他校の先生

方からいろいろなアドバイスをいただいた。「授業者

は若手教員なのか。ベテラン教員なのか。対象者に

よって話し合うポイントを変える必要がある。」とい

うことを教えていただいた。 

午後のクロス・セッションでは，福井大学教育地域

科学部附属中学校の数学の授業実践記録を読み，話

し合った。その中で印象的であったことは，「学びの

ストーリー」である。例えば，第2学年の数学の学習

においては，教科書通りでは，「連立方程式」→「一

次関数」のように代数分野の学習を終えてから関数

分野の学習に入る。しかし，附属中学校では，この2

つの単元を同時に学習するカリキュラムを設定して

いる。他学年においても，そのような単元構成が設定

されていたことに，正直驚いた。そして，とても興味

が湧いてきた。「自分も同じような単元構成で実践し

てみたい。」と思ったが，グループで話し合っていく

うちに，「興味本位で出来るものではない」というこ

とも分かってきた。これらの実践の裏側には，教師集

団の並大抵ではない努力や試行錯誤の繰り返しが隠

されていると感じた。日々授業を行う上で，見通しを

持って実践することが大切なことは言うまでもない

が，このような変則的かつ長期的な実践を行うには，

当然，そのねらいや具体的な学習活動などを明確に

しておかなければならないだろう。この点からも，日

頃の教科部会を充実させ，チームで取り組んでいる

附属中学校の姿が見て取れる。附属中学校の授業は，

これまで一度も参観したことがないため，機会があ

れば，ぜひ参観させていただきたい。 

 教職大学院に入学してから，今回で2回目の合同

カンファレンスであったが，個人的には昨年度から

この会に何回か参加させていただいている。他校の

先生方とのクロス・セッションを通して，自分自身の

知識や視野を広げたり，自校の取組に対してアドバ

イスをいただいたりと，とても有意義な時間を過ご

すことができた。ここで学んだことを，ぜひ今後の実

践に活かしていきたい。 

スクールリーダー養成コース１年／福井県立嶺南東特別支援学校   河端 稔 

 5月の合同カンファレンスでは，午前中，それぞれ

の学校で動き始めた状況について，グループで語り

合い，捉え直して展望をひらく時間が設定されてい

た。また，午後からは，専門教科・領域の授業づくり

とカリキュラムマネジメントに関する実践記録を読

み，小グループでその教師の実践とコミュニティの

在り方を探る時間が設定されていた。この合同カン

ファレンスの前日，本校高等部では，今年度第1回研

究授業－授業研究会が行なわれ，まさしく今年度の

研究が動き始めた状況であったため，午前中のグ

ループセッションは私にとってタイムリーな時間と

なった。私は現在，研究部の一員として高等部教員

30名の研究活動においてリードする立場にある。本

校に新採用として着任し，今年で高等部，研究部とも

5年目になる。これまで外部支援者の力を借りなが

ら，より良い研究授業－授業研究会の形を追い求め

てきた。まだまだ理想を追い求めている途中ではあ

るが，現在の研究授業の参観方法は次のとおりであ

る。『参観者は，授業中終始一人の生徒にはりつく。

そして，子どもの言動より，ストーリーを組み立て，

子どもの視点より授業改善を提案する。つまり，参観

者は，子どもと一緒に授業を受けて，子どもの代弁人

になる。』この参観方法に辿り着くまでに，これまで

4年間紆余曲折してきた。また，放課後の授業研究会

は，小グループ協議とクロスセッションを中心に組

み立てている。初めに6人ずつの6グループに分かれ

て40分間のグループ協議をし，その後グループを一

度シャッフルして分け，また，それぞれのグループで

話し合われたことを語り合い，聞き合うという流れ

である。福井大学教職大学院から倉見先生，小林先

生，小嵐先生，綾城先生，加藤先生，松井先生の6名

の先生方に来校していただき，それぞれのグループ

に入ってファシリテーターの役割をお願いした。教

職大学院の先生方にファシリテーター役をお願いし

た理由は二つある。一つは，小グループにおいて，よ

りよく協議を深めるためであり，もう一つは，ファシ

リテーターとしてのモデルを学び，将来的には本校

の教員だけで協議がうまく進行できるようにするた

めである。 

 今年度，動き出した本校研究活動の様子と経緯，ま

た，それらを設定してきた理由を自分の言葉で他者

に語ることにより，再び自分の中で整理されていく

様子が自分でも実感することができた。また，グルー

プメンバーの質問に答える中で，これからの課題と

なるものが見え隠れしてきた。タイムテーブルでは

1時間半のグループセッションも，実際に始まって

みると「時間が足りない。もっと聞きたい，話したい」

と素直に思ってしまうのが不思議である。 

 午後からは，実践記録リストの中から，富山市立堀

川小学校の知的障害特別支援学級の自立活動『劇づ

くりでの言葉の働きかけを実感し，自己有用感を高

める子ども』を読んだ。本校でも，学校祭にむけて約

1ヶ月間子どもたちと劇づくりをしているため，自

分の実践と結びつけながら読み進めることができ

た。実践記録からは，劇という題材をとおして子ども

たちと丁寧にやりとりをしている教師の姿が読み取

れた。劇の配役において，それぞれ立候補させ，その

なりたい理由を尋ねていき，子どもたちの思いに

迫っていく。劇のセリフも「どのような動きをつけた

らよいか，気持ちを込めたらよいか」など子どもとの

丁寧なやりとりが展開されていた。ついつい，劇を成

功させたい，より良いものを作りあげたいという思

いが先行し，子どもたちの思いを十分膨らませきれ

ていない自分自身の実践に気付かされた。 
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 大型連休が明け，4月の疲れも見え隠れする頃，5

月の合同カンファレンスに参加した。4月の合同カ

ンファレンスは2日間にわたって行われたが，今回

から1日のみ，時間も9時から14時20分までと集中

的に行われる。 

オリエンテーション後，早速午前のグループ討議

へと移った。「それぞれの学校で動き始めた状況につ

いて，グループで語り合い，捉え直し展望をひらく」

のテーマの下，語り合いが始まった。しかし，私は正

直語ることが怖かった。と言うよりも，語ることが出

来るか不安だったと言うべきだろうか。私たちスト

レートマスターの院生は教員採用試験の関係もあ

り，M2となる今年は週に1日のインターンシップと

なる。大型連休も挟んだ関係で今年度は未だに5回

しかインターンに取り組むことが出来ていない。語

る内容が豊富になく，まとまりのない語りになって

しまわないか不安であった。しかし，グループの先生

方が話題を広げ，時には質問を投げかけてくださり，

最終的には展望まで開くことができた。 

私が語った内容は「私の担当している学年が今年

に入ってから活力を増した」ということである。クラ

ス替えをしてまだまだ様子見をしていることも考え

られるが，学習意欲も生活態度も4年生の時と比べ，

向上していると感じられる。環境が変わって頑張ろ

うとしている姿勢が見られるようになったと週に一

度のインターンシップながらそう感じている。 グ

ループの先生方からは「4月が子どもたちにとって

変わろうとしたタイミングなのかもしれない。」「こ

の状態をいかに継続していくかが重要だね。」「いつ

か子どもたちも疲れてきちゃう日が来る。太いパイ

プ，子どもたちとの信頼関係を今作ることが大切。そ

のために子どもたちの自尊感情を育てる実践を。」と

コメントを頂いた。「継続」とそのための「支援」を

考えていくことが，今後の展望となった。こうして，

セッション前には語ることのできる内容に対して不

安が渦巻いていたのだが，語る中でその話題は大き

く膨らみ，より具体的な実践報告となっていった。語

り手自身が省察しながら，聞き手は追体験をする。協

働の良さを改めて感じた瞬間だった。また，グループ

では「ユニバーサルデザイン」「研修」「つながり」

の3点でも話し合いが行われた。授業における「ユニ

バーサルデザイン」は，意識はしていないもののすで

に日常的に行っており，その実践を理論付けし改め

て意識付けするために，記録に残すことが重要だと

された。「研修」では，魅力あふれる研修とはどのよ

うなものかが話し合われ，どのような研修なら参加

してみたいかという話題で盛り上がった。例えば，脳

科学者である茂木健一郎さんを外部講師として招い

たことがあるが，その時の参加者は感動や驚きなど，

新たな視点を得ることが出来たのだという。グルー

プでは，自分の興味のある研修に参加したいという

意見も出された。「つながり」では，福井のよさとし

て，つながらずを得ない仕組みが整っているからこ

そ協働が生まれているのだと話し合った。例えば，時

間割に研究や，地域との交流が組み込まれている。そ

のような仕掛けが福井の協働研究を支えている要因

だと話された。また，外に出かけていく教員が多いの

も福井の特徴であるという。こうした福井で普通に

行われていることが，県外の先生方には驚かれると

いうことで，福井の良さを少しずつでも伝えられれ

ばという話でこのグループでの討議を終えた。 

午後からは，個人で実践研究の記録を読み，実践者

の成長を読み取った。その後，午前とは違うグループ

に分かれ，各実践報告書の感想を語り合った。私たち

のグループでの主な話題は，「子どもに切実性をもた

せながら，いかに授業を子ども主体で進めていくこ

とができるか。」という点にあったように思う。実生

活であまり使われない物や歴史のように過去の事に

対して，どうアプローチさせていくのか。国語科にお

いては，相手に伝わる話し方についてチェックリス

トという名の評価基準を子どもたち自身に作らせ，

相互評価を自ら行わせるような実践報告も聞くこと

ができた。子ども主体の授業を作っていく際の教師

の立ち位置や，時間的制約などの問題点も挙げられ

たが，子どもが探究していきたい問いについて常に

考え続けることが教師自身の成長に繋がるのではと

考える。 

 来月にはラウンドテーブルが控えている。1年間

のまとめを語らせていただく重要な機会となるが，

今回の合同カンファレンスで得られた新たな学びも

含め，これまでのカンファレンスを見直す契機とし

たい。一年前では語れなかったこと，私自身が成長で

きたことを次回のラウンドテーブルでお届けした

い。 

教師は，授業において，題材をとおして子どもたち

につけさせたい力や分かってもらいたいこと，ねら

い等を設定している。しかし，それにとらわれすぎる

と子どもたちの表情やしぐさを見落としてしまい，

子どもたちとの大切なやりとりができなくなってし

まい，教師の単発的な投げかけに終始してしまいが

ちになる。子どもたちの思いを汲み取りながら，子ど

もたちと一緒に授業を創っていくという大切な視点

に改めて気付かされた時間となった。 

 他者と語ること，聞くこと，読むこと，そして書く

ことの大切さを痛感した一日となった。 
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教職専門性開発コース１年／福井市至民中学校   松山 琴美 

 5月16日（土）の合同カンファレンスに参加した。

終始ずっと緊張していた4月の合同カンファレンス

とは違い，2回目の今回は場の雰囲気にも慣れてき

たこともあり，少し落ち着いてカンファレンスに臨

むことができた。 

5月のテーマは「学校での協働研究の現状を踏ま

えて，これからの展望をひらく」というものだった。

最初のオリエンテーションでの春江小学校の山田先

生のお話では，『子どもの見取り』という言葉が出て

きた。この言葉は4月での合同カンファレンスで同

じグループになった上島先生のお話の中でも出てき

ており，この１ヵ月間私の胸の内にずっとあったも

のだった。日々の実践の中で授業中の先生の様子で

はなく，子どもの見取りをしようと思っても，いった

いどこに着目したらいいのか分からない時間が多々

あった。今回の山田先生の話の中で，ある一人の生徒

と他者との関わりやどの発言に影響されての活動な

のかなど子どもの見取りのためのヒントがたくさん

あり勉強になった。 

午後は「実践記録を読む」ということで，私は田中

先生の実践を読んだ。この実践はご当地バーガーの

作られた背景を生徒が調べることで，その土地の気

候の特徴や文化，宗教などを理解し，さらに自分たち

でご当地バーガーを提案することで「世界の諸地域」

の調査活動など地理学習での視点を養うものであ

る。この実践を話す中で，基礎・基本の話になった。

私は，教科書に書かれている内容＝基礎・基本ではな

いかと考えていた。しかし，同じ実践を読んだスクー

ルリーダー養成コースの金子奨先生（埼玉県立新座

高等学校）は，基礎・基本は教科書の内容等々ではな

く様々なものを結びつけることだとおっしゃられて

いた。私はなるほどと思った。教科書を教えるのでは

かく，子どもに付けさせたい力のために何ができる

のか，教科書に書かれていないものにどうまなざし

を当てるのかが大切なのだと実感した。当たり前だ

と思っているものを今一度問い直すことが今の自分

には必要なことだと感じた。 

まだ上手くまとめて話をしたり，思いを伝えたりす

ることができずもどかしい思いが胸の内にあるが，

先生方がじっくりと私の拙い話を聞いてくださり，

様々なアドバイスをしてくださるため，私にとって

この時間はとてもプラスになっている。先生方のお

話を聞いているうちに，自分の中にはなかった新た

な視点に気付き，視野が広がり，もっとたくさんお話

を聞いて学びたいという思いが湧き上がってきてい

る。先生方との出会いとこうした学びの場があるこ

とに感謝をし，今後も様々なことを学び深め，実践に

励んでいきたい。 

インターンシップ／週間カンファレンス報告 

教職専門性開発コース１年／福井大学教育地域科学部附属小学校   串 尚哉 

 教職大学院に入学し，早2か月が過ぎようとして

います。週3日の小学校でのインターンシップと週1

回大学で行われるカンファレンスにも少しずつ慣れ

てきたところです。子どもを見て，先生を見て，仲間

と話して強く思うのは「学ぶって難しい」ということ

です。つい先日のカンファレンスで先輩に「串君って

よく『よく分からない』って言うよね」と言われまし

た。意識していませんでしたが言われてみるとその

通りで，インターンシップで見た子どもの姿や先生

の指導，木曜カンファレンスで話題になるアクティ

ブラーニングや授業記録取り方，生徒指導について

などいたるところに分からないことがあふれていま

した。記録を振り返るたび，資料を読むたび，人の意

見を聞くたびに自分の考えが揺れたり，考えをまと

めたりすることができず，よく分からないまま結論

を出せないでいるのが現状です。恥ずかしいという

思いもあるのですが今回の報告ではそんな私の現状

を少し話したいと思います。 

 インターンシップでは子どもの学びを見取る，先

生の指導の意図を見取る，子どもが成長できるよう

に働きかけるようにしようと意識してはいるもの

の，それだけでは全く結果につながりませんでした。
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目に映る子どもの姿や先生の指導の意味が読み取れ

ないのです。結果として何を書き残せばいいのか分

からず，日々の記録はただただ子どもと先生の発言

が書き残せる範囲で書いてあるだけのものになって

しまっていました。どうしたらいいのかわからない

でいた時，カンファレンスの場で記録を見たり，話を

聞いたりできる機会がやってきました。私が自分の

現状を話し，アドバイスを求めると「自分の場合は」

といって経験や考えを踏まえながら，見ている視点

に発言以外の表情や様子，行動があり，それに対する

自分なりの解釈を添えていることを教えてくれまし

た。そして話を聞くうちに，それらは私が必死で探し

ていたはっきりとした分かりやすいものなどではな

く，些細なことや普段は当たり前と感じ気付かず見

逃してしまいそうなことであることにも気が付きま

した。 

 またインターンシップでは実際に子どもと関わり

指導をする場面があります。その際私は指導の方針

や考えが定まりきっていないために，子どもにやら

せるべきことや考えさせるべきことを先回りして

やってしまたりすることが多いです。インターン

シップで配膳を失敗してこぼしてしまった子どもが

いました。「私の分ならなくてもいいか」と考えた私

はその子に「（こぼしてしまったものを）片付けて給

食食べな」と言ってしまいかした。しかし，担任の先

生は「給食食べられん人がいるんだよ！」「こぼした

らどうするの！」と自分がどうすべきか厳しく指導

されていました。後で先生から「学校は失敗をしてそ

こから学ぶ場所だから先生が何でもやってはいけな

いし，考えさせないといけない」と教えていただきま

した。「子どもが何を思い，どう考えているのか？」

「子どもに何を考えさせる必要があるのか？」「考え

させるためにはどういった指導が必要なのか？」な

どの視点が私には足りていなかったと気付かされま

した。 

 この様に私にとってインターンシップと木曜カン

ファレンスは二つが合わさることで自分が行ったこ

とから振り返り学ぶ場になっています。ただ，上の文

章を見ても分かるように思ったことや気づいたこと

はあっても具体的な改善や新しい取り組みにまで

至っていません。はじめに述べた「学ぶって難しい」

とはまさにこの部分のことなのです。インターン

シップに行けば自分の課題が見えてきます。相談す

れば様々な意見を貰うことができます。しかし，それ

を次のインターンシップに活かすことがなかなかで

きません。 

 私の所属する福井大学教職大学院ストレートマス

ターコースの優れた点は長期インターンシップを行

う中で課題を見つけ，知識や理論，他者の意見を取り

入れ，次の実践に活かすという三つの過程を何度も

繰り返し，改善を積み重ねていく点であると考えて

います。私は今その長所を活かしきれていません。そ

して正直な所この問題の解決の糸口も見えていませ

ん。しかし，現状を改善して行けるように今後もイン

ターンシップやカンファレンスに取り組んでいきた

いと思います。 

教職専門性開発コース２年／福井市中藤小学校   吉田 智保 

 新年度の木曜カンファレンス（毎週木曜日，スト

レートマスターが集い行われているカンファレン

ス）が始まり早2ヶ月が過ぎた。今年度からは午前の

部だけでなく，午後の部も院生による自治的な取り

組みが行われている。今回は木曜カンファレンス全

体の具体的な内容と私たちの挑戦の実際について触

れたいと思う。 

 まず午前の部は，1週間のインターンシップでの

経験を振り返り意味づけする「学びの振り返り」と，

月毎の主担当が企画運営する「主担企画」の2部構成

になっている。この「主担企画」を企画するに当たっ

て，主担当は事前に主担当会議を行う。私は今月の主

担当に当たっていた。私を含めた5月主担は今全員

で考えていきたいことは何か，インターンシップと

関連させながら様々な意見を出し合った。「インター

ンシップが始まったけれど，毎回授業を参観してき

て…記録…みんなどんな視点で書いてる？」そんな

疑問から5月は，参観した授業を省察し自分の実践

に繋げるために重要な役割を果たす「授業参観記録」

をテーマとした。授業参観の際に着目していること，

学びとろうとしていること，またそれを記録に残す

時に気を付けていることなど，自分が大切にしてい

る視点について第2週目に語り合った。またそれを

もとに，第3週目に附属小学校で授業参観をさせて

いただき，実際に授業参観記録を記した。そしてその

参観記録を持ち寄り，第4週目はリフレクションと

いうのが5月の主担企画の流れである。 

 今年度に入り，インターンシップの日数が減り自

分自身の学びと向き合う時間が増えたため，じっく

りと授業を参観する機会が減っていた。そんな私に

とって5月の主担企画は，そのブランクを埋め，また

新たな授業参観への視点を増やす機会となった。特

にそれを実感したのが，附属中学校への授業参観後

のグループでの話し合いであった。私は今回主に特

定の児童が授業の流れの中でどのように変化するの

かに着目しながら参観した。それにより，児童の些細

な行動や目線によって，ぐっと集中する場面や興味

を抱いた瞬間などを見取ることができた。そして説

明文を音読したり，周りの話を聞くことを少し苦手

としているかもしれない児童も，目を輝かせて主体

的に取り組める活動が授業のあらゆる場面に散りば

められていることに気が付いた。これをグループの

中で共有した。それまでは自分だけの視点であった

が，自分たちの実践と絡めた意見や同じ児童の班を

参観していたメンバーからの新たな意見を聞き共有

することで，自分の参観記録に広がりを覚えた。ま

た，児童の様子に加え板書とそれに対する児童の

ノートの取り方から課題を見出していた院生の視点
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院 生 紹 介 

福井県立嶺南東特別支援学校   河端 稔 

 今年度，教職大学院

スクールリーダー養成

コースに入学しました

河端稔です。京都府の

特別支援学校［京都府

立中丹支援学校／京都

府立舞鶴支援学校］で5

年間勤務した後，4年前

に地元福井県に戻って

きました。現在の嶺南

東特別支援学校は，今

年で5年目です。これま

でのほとんどを研究部員として取り組んできました。

そのおかげで，全国各地の先進校といわれる特別支援

学校を視察する機会をいただきました。富山大学附属

特別支援学校，徳島県立国府支援学校，筑波大学附属久

里浜特別支援学校，金沢大学附属特別支援学校，千葉大

学附属特別支援学校…。これらの先進校の研究方法を

モデルにしながら，自校でも指導法の改善に取り組ん

できました。授業づくりに関する研修会にも積極的に

参加してきました。その中で，2年前に参加した福井県

特別支援教育センター主催の専門研修「授業研究リー

ダー研修会」は，私の中で今までに学んだことのない実

践的な研修会でした。その研修会は，学校拠点方式の研

修で，特別支援教育センターの先生や福井大学教職員

大学の先生方が伴走者となり，研修者である私と一緒

に学校改革に取り組んでいただきました。松木先生，笹

原先生，小嵐先生の一言，一言が勉強になり，新たな発

見の連続でした。学び続けたい。今，途切れると一生後

悔すると思い，この度，教職大学院に入学する決意をし

ました。この2年間は，きっと私の教員生活の中で，ター

ニングポイントとなるように感じています。たくさん

の先生方との出会いを大切に，貪欲に学んでいきたい

と思いますので，よろしくお願いします。 

や，グループ活動にてグループ内の細かな発言を拾

い，意見がつながったと感じた場面を自分の実践と

照らし合わせて参観していた院生の視点など，同じ

授業によってここまで視点が異なることに改めて驚

き，それを共有することで得られる学びに充実感が

得られた。 

 次に午後の部について紹介させていただく。午後

の部は現在「授業改革・カリキュラムマネンジメン

ト」と「公教育改革の課題に基づくプロジェクト学

習」と構成されている。今年度から大きく変わったの

はこの午後の部である。というのも，初めに述べた通

りストレートマスター2年（以下M2）が自治的に授

業をコーディネートしてくことになったからであ

る。 

 詳しい経過を報告させていただくと，前半の「授業

改革・カリキュラムマネンジメント」では半期の計画

を立て，アクティブラーニングを取り入れた単元構

想を行っている。そこには，ひとつの単元に時間をか

け十分に向き合える今だからこそ，教科書の比較検

討や学習指導要領，また様々な実践記録を読み込み，

深みのある単元構想を作成してみようという意図が

ある。また毎回その構想を開き，院生や先生方を交え

意見交換をし，協働的に作成することも目的として

いる。後半の「公教育改革の課題に基づくプロジェク

ト学習」では，毎月テーマをM2会議で話し合いなが

ら，現在私たちが教員を目指す者として向き合うべ

きものを取り上げている。4月は午後の前半にも関

連させるために「アクティブラーニング」についての

多くの資料を読み語り合った。 

 しかし，毎回山あり谷ありである。3月のラウンド

テーブルで発表した大学生版PISAの経験を生かし，

読む側に考えてほしいことを意図しながら選択した

多くの資料も，実際にカンファレンスを行うと狙い

がずれてしまい，資料選択について考え直さなけれ

ばいけないこともあった。半期の計画の流れも立て

たものの，毎回の進度によりそれを調整しながら次

の週の内容を変更しなければいけない時もある。頭

を抱えることも，M2同士の意見が一致しない時も

あった。 

 だがそれ以上に，自分たちで企画する木曜カン

ファレンスにやりがいを感じている。そして，仲間と

協働して新しいものをつくり上げるということの良

さを直に感じている。先生や仲間に感謝しながら悔

いのないように貪欲に学び続け，どんどん新しいこ

とに挑戦していきたい。 
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福井県幼児教育支援センター   觀 寿子  

 私は，平成26年度か

ら，福井県幼児教育支

援センター（福井県教

育庁義務教育課幼児教

育支援グループ）に勤

務しています。幼児教

育支援センターは，平

成24年11月に開設さ

れた比較的新しい県の

機関です。ここでは，保

育所・幼稚園・認定こど

も園といった校種や，公立・私立という枠を越えた福井

県全体の幼児教育力向上のための事業や，保幼小接続

のための事業を行っています。これらの事業には，子ど

もの「学びに向かう力」を育てつなげるという共通の柱

があります。幼児教育支援センターでは「学びに向かう

力」を，「友達と共通の目的に向かって，子ども自身が

主体的に遊び・活動を発展させていく力」と定義して，

平成27年3月に「学びに向かう力」を育むための「福井

県保幼小接続カリキュラム 確定版（学びをつなぐ 

希望のバトン カリキュラム）」を策定しました。そし

て，今年度は，このカリキュラムの実践普及に向けた幼

児教育研修をスタートさせました。 

平成25年度までずっと小学校に勤務していた私は，

県の幼児教育を支援するという仕事をすることに対し

て，とても不安でした。しかし，未知の分野で働くこと

になったからこそ昨年度1年間は，たくさんの新しい出

会いと，これまでの自分の小学校教員生活を客観的に

見る機会をいただきました。 

 私の1年前から幼児教育支援センターで勤務されて

いるS主任は，小学校でも幼稚園でも勤務経験のある方

で，まだ土の中の種だった私にとってS主任からお聞き

する話が「幼児教育」の日光であり水でした。こうして

芽をださせていただき，センターがカリキュラムを作

成するにあたって，多大なご指導・ご助言をくださった

白梅学園大学の無藤隆先生や，福井大学の松木健一先

生，岸野麻衣先生から何度もお話をお聞きすることが

できたことは，高級肥料をいただいた感じでした。「学

びに向かう力」を育てつないでいくことは，21世紀を生

きる子どものためにとても必要なことだと知りまし

た。また，県内外の研究会で見た保育や授業での生き生

きとした子どもの姿が，そのことを実感させてくれま

した。「学びに向かう力」を育む授業ができる自分にな

りたい。福井の子どもが「学びに向かう力」をつけて

いって欲しい。そのために幼児教育支援センターでで

きる限りの支援をしたい。これらの願いを実現するた

めに頑張りたいと思います。どうぞよろしくお願いし

ます。 

鯖江市鯖江中学校   茨田 隆徳 

 今年度より福井大学

教職大学院に入学した

茨田隆徳です。現在は

鯖江市鯖江中学校に勤

務しています。専門教

科は理科（物理）で，こ

れまで小学校1校中学

校4校と勤務してきた

中で，より分かりやす

い理科授業の実践，理

科が好きになる生徒の

育成などを目標に自分なりに実践を重ねてきました。

幸いにも学校内の同僚はもちろん，学校を離れても授

業づくりを語り合える多くの友人に恵まれ，実践を深

めることができたと感じています。今回，教職大学院へ

の入学を考えるようになったのは，数年前から元福井

大学の石井恭子先生が中心になって「現場の先生方と

協働で研究を進めたい」と立ち上げられたActive 

Learning研究会にお誘いを受け，何度か顔を出させて

頂いたことがきっかけです。この頃の自分は教職経験

も20年を過ぎ，毎日の学級担任の業務や部活動指導に

加え，中堅教員として徐々に増えつつある校務の多忙

さに，経験で身につけたルーティンをひたすらこなす

ことで日々を乗り切っているという状況で，自分自身

のステップアップが必要と感じながらも時間的な余裕

がなく悶々としていることが多かったように思いま

す。こんな中，久しぶりに大学の建物に入り研究室の空

気を吸い，研究会の中で若い先生や学生と語り合うこ

とはとても新鮮な経験でした。自分の授業実践をより

深く省察するきっかけになりました。教師自身が新し

い知見を学び続けることや，自分たちの実践をふり返

り省察することが，よりよい授業や学校をつくること

につながるのではないかと思います。 

 今現在勤務している鯖江中学校について，少しご紹

介したいと思います。私は今年で勤務6年目になります

が，この間本校はめまぐるしく変化してきました。鯖江

中学校は生徒数が800人を超える県内屈指の大規模校

です。部活動に大変熱心で，生徒たちは毎年多くの運動

部や文化部が県大会などの上位の大会に出場するなど

活躍をみせてくれています。職員数も50名を超え，職員

室にも生徒たちに負けない活気が溢れています。今年

は，「生徒が主役の学校づくり」とテーマを掲げ，教職

員が一丸となって取り組んでいます。生徒会活動もど

んどん活発になってきており，今年の5月には「ハイ

タッチあいさつ運動」が行われ登校時間の玄関先が賑

やかで和やかな空間になるなど，笑顔溢れる学校に

なっています。しかし，数年前には大変荒れた時期もあ

りました。毎日生徒指導上の問題が起き，その度に先生

方が奔走していました。こういったことが二度と起き

ないよう多くの先生方や生徒たちの力によって，現在

のような授業にも部活動にも前向きな活気のある雰囲

気をつくりあげてきました。また，研究面においては，

昨年から取り組み始めた授業のユニバーサルデザイン

化を目指し実践を重ねていますが，まだまだ道半ばと

いったところです。これからの教職大学院での学びが，

より分かりやすい授業づくりや「生徒が主役の学校づ

くり」を目指していくための一つの礎となるように，研

鑽に励んでいきたいと考えています。  
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福井市足羽中学校   神部 浩平  

 今年度から教職大学

院のスクールリーダー

コースでお世話になる

ことになりました，神部

浩平と申します。よろし

くお願いします。 

 昨年度までは長野県

にある長野市立東部中

学校という，在校生徒数

800名以上の大規模校

で勤務していました。去

年が東部中学校で4年目の勤務であり，担任として3年

生の卒業を見守る一年間を過ごしました。自分の乏し

い経験の中でも，教師の『やりがい』や『大変さ』がもっ

とも感じられた一年になりました。その実感から，自分

自身の授業をつくる力，生徒指導をする力，また社会人

としての知識や経験そのものも，まだまだ足りないと

感じるようになりました。 

 教職大学院のことを知ったのはそんなころでした。

派遣教員として福井の中学校に勤務しながら，教職大

学院で勉強する…大学院どころか福井にも行ったこと

が無かった自分にはまったく想像の出来ない世界でし

た。しかしながら，知らないからこそ，自分に足りない

ものを学ぶ場があるはずだと確信しました。 

 今年度の勤務校は福井市足羽中学校です。周りの先

生方に大変よくしていただき，この4月，5月の2ヶ月で

かなり慣れることが出来たと思っています。もっとも

驚いたことは，先生方の指導の手厚さでした。課題の提

出では全生徒が出し切れるように声掛けや個別指導を

徹底されています。生徒指導でも，粘り強く時間をかけ

て指導をされていました。先生方の情熱を受けて，生徒

たちにも当たり前に頑張る姿勢が身についているのだ

と感じています。 

 そのような環境の中で学んだ福井の中学生は，学力・

体力ともに全国トップレベルにあります。長野県から

の派遣教員として福井教育の良さをたくさん持ち帰る

ことができればと考えています。現場での実践を重ね

ると同時に，幼保小中高の連携を重視した18年型教育

や，授業名人などの研修システムを学び取りたいと思

います。教職大学院ではその学びを深め，発信できるよ

うな形に練り上げていきたいです。4月・5月のカンファ

レンスでは教科や校種を超えた何人もの先生から経験

談や考えを聞くことができました。福井を深く知る上

でも大変参考になりましたが，『今日から実践しよう』

と目が覚める話題がいくつもありました。自身の教師

力向上のためにも，先輩方の実践を学んでいきたいで

す。 

 県外派遣教員と教職大学院生，どちらか１つでも貴

重な機会を，２つ同時に取り組むことになりました。こ

の幸運と自分を支えてくださる皆さんに感謝しなが

ら，限られた時間を大切に，何にでもチャレンジをと決

意しています。2年間よろしくお願いします。 

奈良女子大学附属中等教育学校   佐藤 大典 

 福井まで3時間。サン

ダーバードから降りた

瞬間，冷たい風と爽や

かな空気が心と体に伝

わってくる。1週間の疲

れが吹き飛ぶようだ。

えちぜん鉄道に揺られ

ること約10分，車窓か

ら福井大学の姿が見え

てきた。「今日は何をす

るのだろう」，大きな期待と少しばかりの不安がよぎ

る…。 

 大学卒業後，すぐに奈良女子大学附属中等教育学校

（当時は文学部附属であった）に赴任した。最初の10年

間は，右も左も分からず，ただがむしゃらに仕事をし

た。1年（中学1年）から6年（高校3年）までの担任を

経験した後，何度か卒業生を送り出すことができた。

SSHなどの運営にも関わり，公開授業なども行った。 

 教員生活10年目が過ぎようとしたとき，突然奈良県

との人事交流の話が舞い込んできた。少し悩んだが，

「外」の世界を知りたいという思いが強かった。奈良県

立橿原高等学校に赴任した当初は，附属との「文化」の

違いに戸惑い，他の先生方についていくだけで精一杯

であった。 

 徐々に慣れてきた2年目，軽音楽部の主顧問になっ

た。休日も盆もクリスマスもなく，ひたすら部活動指導

に明け暮れる毎日であった。通勤に片道2時間を要する

ということもあり，体は辛かったが，充実した日々を送

ることができた。その後，再び現任校に戻って，今年で

4年目となる。 

 福井大学教職大学院のことを知ったのは，昨年の秋

である。当時，久しぶりの1年の担任をしており，クラ

スのさまざまなトラブルへの対応に四苦八苦している

毎日であった。正直，担任としての自信を失いかけてい

た。そんな中，同僚のS先生から「これを読め」と紫色

の冊子を手渡された。福井大学教職大学院の入学願書

だった。必死だった。これまでの自分を見つめ直した

い，藁にもすがる思いでその冊子に手を伸ばした。 

 この教職大学院で学びたいことは2つある。1つは低

学年の指導方法である。十数年前に低学年の担任を経

験したが，当時の生徒と比較して，生徒を取り巻く環境

が大きく変化しているように感じる。特に生徒指導に

関して，「個」の対応が必要な状況が多くなってきてい

る。どのように指導していけばよいのか，具体的な事象

を通して検討していきたい。 

 もう1つは，教員生活15年間の振り返りである。この

15年間，目の前の「課題」に終われ，じっくりと振り返

ることができなかった。教職大学院での学びを通じて，

これまでの15年間を見つめ直していきたい。そして，ミ

ドルリーダーとしての「次の15年間」に繋げていきた

い。 
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奈良女子大学附属中等教育学校   塩川 史  

 本年度より拠点校と

なった奈良女子大学附

属中等教育学校から，

福井大学教職大学院で

学ぶため，福井に通い

始めて3か月が経とうと

し て い る。ま だ 雪 が

残っていた4月，桐の花

が咲き早くも田植えが

始まっていた5月。サン

ダーバードに向かって

手を振る沿線の子供たち，垣間見られる人々の暮ら

し。福井を往復する車窓から目にするものは，どこか

何やら懐かしい。それは久しぶりに学ぶ身になった自

分への郷愁もあるのだろうが，いつもの生活空間を離

れることの意味を改めて感じるのである。少し前にた

またま聞いていたBBCの番組で，優秀教員の賞を受け

たウェールズの女教師が，“Teaching is a lifestyle, not a 

job”と言っていた。教職は日々の生活そのものなので

ある。だから日常を離れ，教える立場を離れることだ

けでも，新たな視座を得ることができる。 

 実践記録，資料を読み文章にまとめて伝える––月間

カンファランスで，その地味な作業を重ねて変わった

ことがある。それは自分の実践，同僚の実践を客観的

に，ていねいに見るようになったことだ。目の前をど

んどん流れて行ってしまう現象を，ことばで表現しよ

うと試みている自分に気がつき，そして一部を実際に

記録してみることにした。すると，漠然とした直観と

して感じていたことも，記録者の視点から客観的，分

析的に捉えてみると，さらに深く感じられ，大きなプ

ロジェクトでなくとも，毎日の小さなエピソードが，

なかなかどうしてたいした実践なのだとわかった。 

 教職大学院では，一人では体験しようもない多様な

学校を「体験」できる。色々な学校の事情に触れ，考

えさせられることが多い。異校種，異なる背景を持つ

学校の先生がたから直にお話を伺うと，教師のあり方

–– professionalismについても考えさせられ刺激的であ

る。当初，教師ばかりの集まりとは，どれほどまでに

不気味なものであろうかと警戒さえしていた。しか

し，スクールリーダーの先生がたは，驚くほど教師

「くささ」が鼻につかない。それは小さなうれしい発

見であった。役割に呑まれ自身を失うと「〇〇くさ

く」なるものらしいが，自分の「型」から自由で，自

らの変革に挑戦されているからなのであろう。 

 さて，現在の勤務校では，入学適性検査を経て入学

した生徒がtest-orientedで知識を得たがり，結果がす

べてだ，という生徒が増えてきたような気がする。教

師は，「なぜ学ぶのか」，という生徒の問いに答えら

れなければならない。学ぶことは学んでいるものから

しか学べないという。果たして私は教職大学院スクー

ルリーダー養成コースで学ぶことで，生徒に学ぶこと

の意味を，身をもって示せるのであろうか？日常の仕

事に追われる毎日だが，福井での非日常の学びの機会

を大切にしたい。 

坂井市立高椋小学校   名倉 康浩  

 今年度，スクール

リーダー養成コースに

入学しました。こうし

て，教職大学院で学ぶ

機会をいただいたこと

に，深く感謝していま

す。私は，新採用から７

年間，特別支援学校に

勤務し，その後小学校

に異動しました。現在

は，坂井市立高椋小学

校に勤務しています。 

 特別支援学校に勤めた７年間では，知的発達に遅れ

のある児童生徒，病弱，肢体不自由の児童生徒の支援・

指導を経験しました。いずれも，一人もしくは数人を担

当する少人数での環境で，一人一人の能力や身体の状

況に応じて，支援の手立てを工夫しながら関わってき

ました。先輩の先生方から教わったり，研修を通して学

んだりしたことの中で，最も大事にしてきたことは，

「子どもの側に立って考えてみる」ことでした。特に，

言葉を発することができない子との関わりでは，いか

にその子の意志をくみ取るかが大事で，ちょっとした

動作や小さな様子の変化も見逃さない目をもつことが

求められました。そういった経験の中で，「子どもの側

に立って考えてみる」というスタンスが自分自身に染

み込んできました。 

 小学校に転任してからも，「子どもの側に立って考え

てみる」ことを忘れないように心がけてきました。その

中で，児童の様子の変化と共に，学級経営の困難さが増

してきているようにも感じています。発達障害を抱え

る子への対応や支援を要する子を含めた全体への指導

もその一つだと思います。そして，指導の困難さが増し

てきているということは，私たち教師の指導力の向上

（スキルアップ）が求められていることだと考えます。

「子どもの側に立って考えてみる」ことを続けながら，

児童理解，子どもを見取る目を大事にしていきたいと

思っています。 

 今年度私は，研究副主任を担当し，校内研究の推進に

取り組んでいます。また，数年前から，研究部が計画す

る校内研修とは別に，『自主研修』という名称で，希望

者を募って，研修会を実施しています。そこには，テー

マに関心をもった者同士の小集団ができ，前向きに学

ぶ雰囲気が生まれ，とても有意義なものです。こういっ

た研修を多くの職員と共に行い，学び合える研修をし

たいと思っています。これから教職大学院で学びを深

め，勤務校の研修や子どもたちのためになる実践に繋

げたいと思っています。 
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敦賀市立気比中学校   浜上 千恵  

 みなさん，こんに

ちは。この春から母

校の敦賀市立気比中

学校に勤務しなが

ら，大学院でお世話

になることになりま

した浜上と申しま

す。母校での勤務は

教員になってから初

めてで，正直最初は

懐かしさでいっぱい

でした。自分が3年間過ごした学舎に，今は私の後輩

となる生徒たちがいて，楽しそうに学校生活を送って

いること，そんな光景を毎日一番近くで見られるこ

と，とても嬉しく思っています。中には，その当時同

級生だった人のお子さんもいて，不思議な気持ちにな

ることがありますが，こうしたさまざまな思いを持ち

ながら勤務できるのは，本当に幸せなことだと感じて

います。そして，それだけ年月は流れたのだと実感し

ています。現在，私は中学1年生の担任をさせていた

だいています。その一方で，教職大学院でも本年度よ

り入学した1年生，同じ1年生である生徒と私だからこ

そ，同じ「学生」として分かり合える，話し合えるこ

とがたくさんあります。また，私自身は教員であると

同時に学生でもあるので，これまでとは違った思い

で，この仕事を捉えることができるようになったと感

じています。今はまだ，学校での勤務と大学生という

2つのことを両立させていくことだけで精一杯です

が，こうして今，大学院で学ばせていただけるという

ことに日々感謝しながら，これからの2年間を頑張っ

ていきたいと考えています。私は自分自身が中学1年

生だった時に，今の勤務校で将来の夢を見つけまし

た。「中学校の先生になりたい」と思えたのは，その

当時に出会った先生方が，お一人お一人とてもすてき

な方ばかりだったからです。私にとって，その3年間

は本当に大切な時間でした。あの時出会えた先生方に

近づくことは，決して容易なことではありませんが，

常に学ぶ姿勢を忘れず，これからは後輩である生徒た

ちの夢を支えられる先輩として努力していきたいと思

います。今年度，教職大学院に入学できましたのも，

何かのご縁だと感じています。たくさんの方のサポー

トをいただきながら，今なお学び続けられることに感

謝しつつ，一日一日を大切にしていきたいと思いま

す。 

 まだまだお伝えしたいことはたくさんありますが，

限られたスペースにすべての思いを表現することはま

だまだ苦手な私です。こうしたことも含めて，教職大

学院では，自分の思いをしっかりと表現したり，書い

たりすることができるよう，勉強していきたいと思い

ます。教職大学院の関係者の皆さま，そして院生の皆

さま，これからの2年間，どうぞよろしくお願いいた

します。  

小浜市立口名田小学校   正木 啓敬   

 「もしかしたら，あ

なた病気（発達障害）

じゃないかって保育

園や小学校の先生に

言われたことがある

よ。」 

 そう母親に言われ

たのは，教職員に採用

されて間もなくの頃

だった。確かに，実に

落ち着きがない子ど

もで，飛び出して交通

事故に遭い半死半生になる，池や用水路に落ちて溺れ

そうになる，忘れ物はする（ランドセルをかつぎ忘れて

登校することもあった）。当然，勉強は全く理解できな

い。通知表渡しでは，「なぜ，お子さんが，勉強が分か

らないかが分かりません。」と当時の担任から告げられ

る始末。子ども心に，「なぜ，自分は他の人と同じよう

にできないのだろう。」と悩んでいたことが思い返され

た。しかし，その体験が，無意識の内に深々と根を張り，

困っている子に寄り添える教師になりたいという願い

を心の中に育てていったように思う。 

 現在，気がかりな児童も含めた，全ての児童が参加で

きるような協同的な「学び合い」の授業の創造を目指し

ている。勤務校でも研究方針に沿いながら，「わからな

い」「どういうことだろう」という子どもの困り感を引

き出し，授業に活かすことを心がけている。しかし，実

際の授業では，「わからない」という児童の素直な思い

から学びが始まることはごくまれである。それらを踏

まえ，「学び合い」を支える「子どもの事実が見えるよ

うになること」，「子どもの学びを生み出すために教材

分析を深めること」「子ども同士のつながり，考えのつ

ながり，題材とのつながりが見えるようになること」

を，教職大学院で深く学びたいと考えている。もう一つ

学びたいことは，協同的な学び合いを成立させるため

の土台となる教室文化（仲間作り）についてである。「わ

からない」「できない」ということを子どもが発言する

ことは，ともすれば，劣等感を引き起こす。その辛さを

乗り越え，新たな学びを生み出すためには，仲間の存在

が不可欠である。「仲間づくり」と「学び合い」とが結

び付いた教室文化をどのように作り上げていくかを研

究したいと思う。 

 教職大学院で学ぶ機会を与え頂いて本当に感謝して

いる。研究成果を勤務校・地域，そして困り感を抱える

子ども達に還元できるよう，真摯に学びたいと思う。 
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ス タ ッ フ 紹 介 

福井大学教職大学院・特命教授   小嵐 恵子 

 小嵐恵子です。教

職大学院にお世話

になって一年が過

ぎました。その間，

様々な授業を見学

し，また様々な人か

らの実践の話を聞

いてきました。その

時，私は何を伝える

かをあらかじめ考

えているわけではありません。その都度，相手が

何を聞きたがっているのかを考えるようにして

きましたが，そのことがうまくいっているのかは

まだ疑問があります。 

 授業を見ていると，教師が子どもたちに期待し

ている事柄がよくわかります。同時に，子どもた

ちも教師が自分たちに何を期待しているのかを

読み取ろうとしていることが，子どもたちの行動

の端々から読み取れます。 

 振り返って，自分自身が授業を受けてきた子ど

もの頃を考えると，やはり教師に合わせようとし

ていた事実があります。小学校時代，私は先生に

指名されて発表することが嫌いでした。なぜ嫌い

だったのかは，思い出せませんが，先生の問いの

答えが分かっていても，手を挙げませんでした。

しかし，例外はあります。研究授業と時と，父兄

参観日です。この日は先生はいつになく，おしゃ

れをしていましたし，言葉遣いもやさしかったで

す。先生の特別な日には協力しないといけないと

いう雰囲気が教室に漂っていました。 

 中学校になると，話合い活動のある授業があり

ました。国語では，段落をいくつに区切れるのか，

作者は何を言いたいのかを，グループで話し合い

をさせられました。話合いは，やはり好きではあ

りませんでしたが，先生の問いに対してどのよう

に答えると先生が満足するのかを次第に会得す

ることができました。それは先生が黒板に書き込

んだり，指導書に書き足している様子から理解で

きました。これが分かると，話合いはスムーズに

なります。先生が期待している方向で話合い活動

を進めました。 

 体育でも話合い活動がありました。ダンスの課

題になると。グループで話し合ってダンスを創作

しました。この時になると，先生は各グループを

回って，進行状況を確認し，様々なアドバイスを

します。その時の先生の表情を見て，ああ，この

先生はこうしたグループでダンスを創作する活

動が好きなんだなと，思ったことを覚えていま

す。先生のアドバイスに従って，グループ発表を

しましたが，先生はとても満足そうでした。 

 高校になると，ほとんどの先生の期待は読み取

りにくくなりました。単調な講義式の授業では，

聞きたくなければ寝ていていいという意図だと

思い，内職をしました。話巧みに引き込もうとす

る先生には，その期待に添って聞いていました

し，笑ってもいたように思います。高校では，めっ

たに発表する機会がありませんでしたが，唯一古

典だけは違っていました。毎回質問され，答えら

れなければ，その場で立たされます。席順であて

られるものの答えられなくて，クラス全員が立た

される羽目になると，先生はしてやったりと本当

に嬉しそうでした。その嬉しそうな表情を見るの

が悔しくて，予習をするようになりました。先生

の策略にはまったことは感じていましたが，予習

を怠ることはできませんでした。 

 大学でどのような期待が私たちに向けられて

いたのかについては，ここでは省略します。福井

大学出身ですから，答えられないというと，教官

の期待感をどのように読み取っていたかが分

かってもらえると思います。 

 人は，聞き手になっても，話し手になっても，

相手が何を求めているのかを探っているものだ

と思います。一方的に話すのでもなく，また，感

慨もなくただ聞いているのでもないと思います。

相互に相手を理解しようとしている。そのことを

今一度自覚しながら，授業実践を見学し，カン

ファレンスに参加したいと思っています。どうぞ

よろしくお願いします。  
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研究集会・公開研究会の報告 

新潟大学教育学部附属長岡校園 平成27年度教育研究協議会 

福井大学教職大学院・教授    森 透 

 去る5月27日(水)に新潟大学教育学部附属長

岡校園の公開研に小林和雄先生，風間寛司先

生，附属中の草桶先生と参加してきました。交

通の便は必ずしもよくはなく，前日夜の18時30

分にJR福井駅発の特急に乗り，金沢駅で北陸新

幹線，そして在来線の特急に乗り換えて22時頃

に長岡駅に到着しました。約3時間半の旅でし

た。長岡市内では風間先生が数学の学部生・院

生を引率され懇親会をしていましたので，それ

に合流させていただきました。探求ネットワー

クをやっていた学生も多く楽しいときを過ごし

ました。 

 翌朝，附属中の草桶先生も同じホテルでした

ので3人でホテルからタクシーで学校に向かいま

した。長岡校園は幼稚園・小学校・中学校の3つ

があり，ここ10年以上も公開研は同日開催とい

うことを知り，すごい歴史だなあと感銘しまし

た。｢社会的な知性を培う｣を研究主題に掲げ

て，文科省の指定を平成22年度から（第1次研

究），また平成25年度から受けて，幼小中一貫

教育の研究を続けています。 

 私は現在幼稚園長ということもあり，附属幼

稚園に張り付いて参観しました。第1に強調した

いのは男性教諭の存在です。年長クラス担任の

松井陽一先生は素晴らしい先生でした。人数は

20名でしたが，先生は「自由遊び」の中で忙し

く走り回りながら，一人ひとりの子どもの様子

や発言を丁寧に受け止め，しっかりとした対応

をしていました。福井の附属幼稚園も同じです

が，男性教諭も同じことが出来るという感動で

した。第2は園庭の広さとダイナミックスさで

す。森があり，築山も高さ約5メートルで，登る

だけでも大変です。上からすべるのもダイナ

ミックで，見ていて少し怖い感じもしました。

園庭は大きく2つあり，年長組が森と築山の園

庭，年中･年少組は遊具のある少し小さめな園庭

で遊んでいました。子どもたちが一緒の園庭で

遊ぶこともあると思いますが，異年齢での学び

が実現できる環境だと思いました。第3は「自由

遊び」のあとのクラスでの活動です。ホールで

歌やゲームをしました。先生はテンポよく，子

どもたちと一緒に楽しんで活動していました。 

 分科会では，最初に担任の先生の自己紹介が

あり，以前附属小を経験し，それから附属幼稚

園に来られたと話されていました。幼稚園に来

て，それまでは芋虫と毛虫が絶対に嫌いでした

が，子どもたちと同じ遊びに徹するために「克

服」したと，しみじみと語られました。やはり

腹を据えて取り組むと人間は変わるものだなあ

と思いました。 

 講演会は文科省初等中等教育局視学官の津金

美智子氏の「幼児期の教育と小学校教育の円滑

な接続の在り方」でした。語りも柔らかく，内

容も非常に具体的でした。 

 今回初めて参加しましたが，長岡校園が10年

以上も公開研を同時開催しているという事実に

驚きました。幼－小－中の12年間がどのように

つながり，3校園の先生方がお互いに学び合い，

日常的にどのように実践を語り合っているの

か，認め合っているのか，そしてそれぞれの実

践に活かしているのかをもっと具体的に知りた

くなりました。福井大学の三位一体改革にどの

ように活かせるのか，また機会があれば参観し

てみたいと思います。  

2015.5.27  

カリタス幼稚園公開保育・カリタス小学校公開授業 と 研究会 

福井大学教職大学院・教授    森 透 

去る5月28日(木)に，この4月から教職大学院の

拠点校となった川崎市にある私立カリタス学園

の幼稚園の公開保育と研究会があり，翌29日(金)

には小学校の公開授業と研究会があって，両日と

も参加させていただきました。幼稚園には大学か

ら松木先生，山崎先生，稲井先生，玉川大学の石

2015.5.28 - 29  
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井恭子先生，私の5名が参加し，小学校には稲井先

生以外の先生方が参加しました。 

私は以前小学校の公開研に参加したことはあ

るのですが，幼稚園は初めての参加でした。9時に

幼稚園に集合し自由に参観させていただきまし

た。モンテッソリー教育を熱心に取り入れている

幼稚園で，9時から10時30分までの1時間30分が

モンテッソリー教育の時間で，各教室で子どもた

ちは机の上や床の上で教具を使って，日常生活の

練習，感覚，数，言語，文化の5つの領域で学んで

いました。私もあるクラスに入り一緒に遊びまし

たが，朝から，身体全体ではなく頭を中心に使う

知的な活動は，小学校の授業のような感じももち

ました。幼稚園で一人ひとりに机と椅子があるの

は小学校と同じように思いましたが，福井大学附

属幼稚園ですと，9時から10時すぎまでは，身体

全体を使って思いっきり｢好きな遊び｣に没頭す

る時間です。クラスを解いて異年齢で自由に遊ぶ

ことを大事にしていますので，カリタスのモン

テッソリー教育の意義について，考えたいと思い

ました。今回の幼稚園参観には初めてカリタス小

学校の先生方も来られました。とてもすばらしい

ことだと思いました。 

モンテッソリー教育のあとは，園庭で思いっき

り遊ぶ時間でした。子どもたちは主に鬼ごっこや

かけっこで発散しているように感じました。ブラ

ンコやうんてい・ジャングルジムなどの遊具で遊

んでいましたが，砂場はあるとのことでしたが登

場していませんでした。どうしても福井の附属と

比較してしまうのですが，この時期の幼児らし

い，身体全体を使った様々な遊びがあまり見られ

なかったようにも思いました。外で遊ぶこと，園

庭で遊ぶことが，発散の場ではなく，ものをつく

ること，何かを創造することにつながるといいな

あと思いました。クラスでの活動では歌をじっく

りと聴くことができました。心が静まるような，

感動する歌でした。先生も自然体で子どもたちに

接していました。 

研究会は初めて幼稚園と小学校の先生方が合

同で開催されました。幼稚園のいいところがいっ

ぱい出されたように思いました。「遊びから学ぶ」

ということとモンテッソリー教育との関係は，こ

れから考えていきたいテーマだと思いました。私

はこの4月から附属幼稚園長になった関係もあ

り，いろいろと学ぶものが多かったように思いま

した。 

翌日の29日(金)は小学校の授業参観と研究会

でした。午前中は自由参観で，幼稚園の子どもた

ちが小学校を訪問し交流が生まれていました。2

年生のクラスを突然訪問し，羊毛で活動している

2年生から幼稚園児はいろいろと教えてもらって

いました。2年生は突然の訪問客でしたが，お姉さ

ん，お兄さんとして張り切って対応していまし

た。担任は院生の小野先生でしたが，突然の来客

を大歓迎でニコニコしながら対応されておられ

ました。 

午後の授業は共同で2つの授業を参観しました

＜①5年1組・国語（長島先生）・37名，②6年2組･

社会（程島先生）・36名＞。2つの授業とも子供

たちの座席表も含めて詳細な事前資料が配布さ

れ，日常的に授業研究を深く継続して取り組んで

おられることがよくわかりました。①の国語の授

業は単元名「筆者の考えをとらえ，自分の考えを

発表しよう」で，教材名は「見立てる」「生き物

は円柱形」。説明的文章の中身を理解して，その

筋たてをとらえることはなかなか難しいと思い

ましたが，子どもたちは積極的に発言していまし

た。②の社会科の授業は，単元名「天皇中心の国

づくり～奈良見学に向けて～」で，修学旅行前の

子供たちが奈良宿泊に向けての1時間目の最初の

授業でした。最初機械のトラブルもありました

が，子供たちがしっかりと先生をサポートをして

おり，5年生からの持ち上がりクラスで先生が子

供たちに大変慕われていることが感じられたク

ラスでした。社会科の楽しさ，歴史の面白さ，そ

して石造の謎を追う中での太古のロマンに触れ

る喜びなどを先生は意図されていました。 

授業研究会は2つに分かれて行われ，付箋紙を

使い，よかった点，気になったった点，改善点の

3つを自由に書き出し，模造紙に貼り付けていき

ました。私は社会科の授業研究会に参加させてい

ただきましたが，程島先生のお人柄が紹介され，

ますます親近感をもちました。授業は「奈良宿泊

活動を楽しもう！」で，お題は「謎の石造を追

え！」でした。子供たちが自由に当時の歴史や

人々の生活に思いをはせる様子が紹介され，自由

な発想がいろいろと出された授業が良かったの

ではないかと話されました。 

最後の全体研究会は指導者の小林宏己先生（早

稲田大学）と授業者のお二人が前に並んで行われ

ました。今までも何度か参加して感じていること

ですが，率直に言って，最後の全体研究会は人数

が多いこともあり，どうしても一方通行になって

しまうなあと思いました。分科会が少人数でじっ

くりと話されて闊達なコミュニケーションが行

われていることと比較して，そのギャップを若干

感じました。全体会もその2つの分科会のクロス

が出来ないかなとも思いました。授業をされたお

二人の先生が最後に一言ずつ話されるのですが，

「今日の授業をやって本当によかった！」と思え

る授業研究会が理想ですね。 
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カリタス女子中学高等学校公開授業 と 研究会 

福井大学教職大学院・教授    森 透 

先日の6月24日（水）にカリタス女子中学・高

校を訪問した。すでに5月28日（木）にはカリタ

ス学園附属幼稚園，29日（金）には附属小学校を

訪問し，授業参観と研究会に参加させていただい

ている。これですべてのカリタス学園の参観がで

きたことになる。院生の黒瀬先生の話ですと，中

学高校は熱心な先生方が多く，授業も専門性が高

いので，なかなかお互いの授業交流が難しいとい

うことであった。当日は黒瀬先生が自ら授業を公

開し，高校1年生の物理の仕事エネルギー単元を

取上げ，実験を採り入れた大変面白い内容であっ

た。スズの粒500グラムが入った袋を1メートル

の高さから落として，袋の温度の変化とエネル

ギーの関係を調べる実験であった。生徒は実験を

通してエネルギーのことが具体的に分り，教科書

だけでは学べない内容の授業であったと思う。私

は，黒瀬先生の空き時間を利用して，自由にほか

の先生方の授業を参観させていただいた。たまた

ま私が参観させて頂いたのは，2時間目の水島先

生の世界史（フランス革命とナポレオン），7時間

目の加藤先生の地理であった。社会科の授業はお

二人とも基本的に一斉授業であったが，生徒数は

20名程度で少人数であった。｢アクティブ・ラーニ

ング｣が話題にのぼっているが，この社会科授業

は生徒達が非常に集中して聴いていたこと，先生

の発言に反応して頭を使って思考していたこと

が窺われた。先生の冗談にも笑いがおこり，お二

人の先生とも生徒達に慕われていることが見て

取れた。受験も控えているので，講義と板書と

ノートへの写しが中心の授業であったが，1年間

の単元の中で，一つでもいいので，探求的な活動

を採り入れた授業（例えばグループワークや発表

会など）を実践したら，生徒達は一生懸命取り組

むのではないかと考えた。それだけの力を持って

いる生徒たちだと思った。 

夕方は1時間程度の全体研究会であった。中学

高校の先生方はほとんど全員参加，それに幼稚

園・小学校の先生方も自由参加をされていた。大

きな部屋にカリタス学園の幼稚園から高校まで

の先生方約100名一同に会したことは初めての

ことであり，歴史的な日であったと思う。このよ

うな取組みをこれからあせらずに，じっくりと協

働して進めていけたらと考えている。 

2015.6.24  

修了生コーナー 

特別支援ゼミへの参加 修了後の一年のふりかえって 

  

福井県立奥越特別支援学校   堀江 春那 

 「教師として軸となる何かを見つけたい」と思

い，入学した教職大学院は，私にとって濃密な2年

間だった。重複障害のある生徒とのかかわりや授

業実践，様々な方たちとの語らい，自分に徹底的

に向き合う報告書の執筆…それらすべてが私を

成長させてくれたと感じた。そして「子どもの声

を聴き，“ことば”を伝える教師」を報告書のタ

イトルとして，2014年3月，私は教職大学院教職

専門性開発コースを修了した。 

 2014年4月，福井県立奥越特別支援学校で勤務

が始まった。それまでかかわっていた重複障害の

ある子どもとは違う行動をとる子ども達，指導す

るべきこと，教師の役割…色々なことが教職大学

院での実践のときとは違い，混乱と迷いの日々が

続いた。子どもが思うように行動してくれないこ

とに苛立ち，子どもの前で泣きそうになってし

まったこともあった。自分の中の常識が崩され，

立て直すために私の支えになったのは，教職大学

院で知った「振り返り」であった。幸い，副担任
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の先生方も話し合いを重視してくださったこと

もあり，放課後は毎日のように話し合った。また，

記録に子どもの様子や自分の考え，思いを吐き出

しながら頭の中を整理していった。 

 2学期に入り，混乱と迷いは少しずつ落ち着い

ていき，私と子どもの間にもある程度のリズムが

できてきた。その一方で，子どもが以前はできて

いたことをしなくなったり，私の声掛けに怒るよ

うな返事をしたりするとき，「私の指導が甘いか

らではないか」「もっと厳しくしなければいけな

いのではないか」と不安に駆られることがあっ

た。その不安から注意することを増やすと，子ど

もは更に反発し，お互いにモヤモヤしてしまうよ

うな状況にもなった。そのように自分の方向性が

見えなくなったとき，私は特別支援ゼミに行っ

た。特別支援ゼミは月に1～2回，福井大学で開か

れるゼミで，教職大学院の先生や院生，現職の先

生方など6～7人が集まる場である。ゼミでは，主

に「心理学的行動図（梅津八三，1976）」という

著書をみんなで具体例を挙げながら読み解いた

り，院生の実践報告を聞いて互いに理解を深めた

りしている。このゼミでは著書や他者の実践が鏡

になり，自然と自分の実践を振り返ることができ

た。そして毎回考えさせられた…「子どもの『声』

を聴いているか」と。子どもの行動の意味を考え，

その行動に表れる子どもの思いを想像する…。す

ると，私が教職大学院で学び，大切にしたいと

思ったことは，「怖いから言うことを聞く」とい

うような厳しさではなく，やりとりをしながらよ

りよい形に向かっていくことだったと思い出す

ことができた。そして，気持ちを新たに，子ども

とのやりとりを重視した実践に向かうことがで

きた。 

 このようなことはたった1回の出来事ではな

く，昨年度，何度も繰り返したことである。そし

て，今年度も不安になってばかりである。同じこ

とを繰り返しているようで落ち込むこともある

が，教職大学院在学中に先生方に言っていただい

た「同じことを繰り返しているようで，少しずつ

変わっている」というお言葉を胸に，少しでも子

どもの大切な時間をよりよいものにするため，今

後も学び続ける教師でありたい。  
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私が初めて福井ラウンドテーブルに参加したのは，

平成16（2004）年の3月だった。それから10年，私

が福井の地で，これまでとは異なる場で教育実践する

ことになるとは思ってもみなかったが，当時の信州大

学教育学部附属松本中学校の実践に鑑みると，浅から

ぬご縁を感じる。 

平成12～16年度の松本中学校では，全校研究テー

マを「学びを拓く学校づくり」（初年度と2年次は

「子どもが学びを拓く学校づくり」）として，「必要

感に根ざす探究的な学び」を実現しようと実践を積み

重ねていた。 

具体的には，表１のように，生徒自身が学ぶに値す

る切実な問いをもち，それを自分なりに解き明かして

いくこと，そして，学びがつながっていく実感をもて

るようにしようと努めていた。そのような実践の蓄積

の過程で，必要感に根ざす探究的な学びの実現のため

には，表2にあるような教師の構えが必要であること

も明らかになってきていた。 

このような研究の視点は，生徒の具体的な学びの姿

を記録し，その事実を解釈するとともに，捉えた事実

の累積をもとに，長いスパンで事実の解釈をし続けな

がら，生徒の個性を把握しようとする帰納的な臨床研

究によって，徐々に明らかにされてきたものだった。

そして，そのような実践を通して，私たちが思い知ら

され続けてきたことは，私たちが生徒に付けようとし

ている力やそれを獲得する「いきさつは本物」かとい

うことだった。それは，とりもなおさず，生徒の必要

感を語る教師の「必要感は本物」か，教師の必要感は

「どこに根ざしている」のかということについて，具

体的な経験を教師自身が探究しているのかということ

に他ならなかった。 

「学びを拓く学校づくり」のテーマで研究を進めて

きた間，私たちが実践の振り返りの際，常に根底に

あったのは， 

◇ 本校には知的好奇心が旺盛であったり，物知りで

あったり，のみこみが早かったり，何事につけて

わかろうとする意欲を示す生徒が少なくない。こ

うした傾向は，ともすれば手早くわかることをよ

しとし，実感の薄い表面的な理解に流れる状況を

生みやすいのではないか。 

◇ 私たちは，このことを危ぶみながらも，取組の視

点を鮮明にし切れていないのではないか。 

◇ 私たちの授業自体が，教材を厳選するとか精選す

るとかいう名の下に，結局は「効率よく概念や技

能を植え付けるにはどうするか」といったところ

に向かっているのではないか。 

という問題意識だった。 

そのような教師の問題意識は，「生徒に何かを学ば

せて，ある段階を超えさせよう」とする学びを否定す

るものではない。むしろ積極的に学習内容の定着を視

野に入れてきていた。ただ「教えるための方略は，い

かにあればよいか」という視点から学びを構築するの

ではなく「そのときの生徒の着想や動きが，その生徒

の成長にとってどんな意味があるのか」を読み解こう

とする視点を大切にしていた。研究の軸足を生徒の側

に置き，学びの姿を踏まえて教師自身がもつ評価規準

を転換したり，学ぶ必要感がもてるように単元や教材

観を問い返したりしながら，それを読み解いていく実

◇◆ 研究紀要・実践報告書の紹介 ◆◇ 

「学びを拓く学校づくり」  
信州大学教育学部附属松本中学校 44-48集  

福井大学教職大学院・准教授   宮下 哲 

・「もの・人・こと」などの実在的な対象と「体・

頭・心」などの全身の感覚を使って出会うこと 

・対象を「自分のもの」にする生徒の動きを，具体

的な姿でとらえ，それを位置付けること 

・「問いの質」と「問いの質が高まる場」を見てい

くことで，学びの質を評価し，生徒の追究を支援す

ること 

表１ 必要感に根ざした探究的な学びの実現のために 

・教師も生徒も，学びのエピソードを，自分が主人

公である物語としてまとめるような試みを，よりロ

ングスパンで行うことを通して，自らが考える拠り

所を自覚できるようにしていくこと 

・教師自身が教材にのめり込んで，実感をもった分

かり方をすること 

・教師が互いの評価観や指導観を，日常的に問い続

けること 

表２ 学びを拓く教師の構え  
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【編集後記】福井大学教職大学院に来て早4ヶ月が経

とうとしている。厄介なことに，ここでは新しい仕事

を振られる際にほとんど説明がない。このニュースレ

ターもその一つだ。だが私もそれに手をこまぬいてい

たわけではない。この数ヶ月，とりあえず雰囲気で何

とかこなすという対処で対抗してきた。最近，これは

正統的周辺参加そのものではないかと感じることがあ

る。しかしそう考えてしまうと，いたずらに振られる

仕事に鮮やかに対応してきたという自負が，実践コ

ミュニティに参与させてもらったという体験へと不本

意にも変貌してしまう。だからもう少しだけ十全的な

参加については考えないようにしようと思っている。

末筆ながら，お忙しい中ニュースレターに寄稿くだ

さった方々に深く御礼を申し上げます。（綾城初穂）  
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Schedule   

7/4 Sat ７月合同カンファレンス（A日程）     

7/11 Sat  ７月合同カンファレンス（Ｂ日程） 

7/20 Mon - 7/22 Wed 夏の集中講座 Cycle 1a 

7/23 Thu - 7/25 Sat 夏の集中講座 Cycle 1b 

 

7/27 Mon - 29 Wed 夏の集中講座 Cycle 2a 

7/30 Thu - 8/1 Sat 夏の集中講座 Cycle 2b 

8/1 Sat 15:00-17:00 福井大学教職大学院入試事前

説明会（総合研究棟Ⅰ 13階会議室） 

践研究を愚直に展開するよう努めていたように思う。

そのような取組にあっては，教師と生徒，先輩と後

輩，ベテランと若手という直線的な関係性はほとんど

意味をなさない。相互に学びの主体者たり得るかどう

かが常に問われる場であった。 

松本中学校のこうした取組は，子どもたち自身が探

求し，コミュニケーションし，協働する力を培う学校

教育の実現を目指す福井大学教職大学院の実践と重な

るところが多い。学校を拠点とした長期の協働実践研

究プロジェクト，実践的なカンファレンス・事例研究

などを通して，学習と成長をデザインする力や実践の

質を不断に高め発展させていく省察・研究能力等を養

おうとしている点もよく似ている。だからこそ，私は

今，改めて自分自身の実践の意味を問い直し，再構成

する必要感を強くせざるを得ない。多様で深い見識を

もつ同僚や，常に研鑽に励む院生の皆さんや，福井県

や長野県などの多くの先生方とのかかわりの中で，私

の問いの浅薄さに思い至り，私自身の思考や判断は

「どこに根ざしているのか」を問う毎日である。松本

中在籍当時も，そして今も，私の杖言葉の一つである

詩（牛山榮世：平成11(1999)年度～15(2003)年度，

松本中学校副校長）をご紹介して結びとする。 
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